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■大洗の四季フォトコンテスト グランプリ「夕照の湖畔」金沢清治さん



第5回�

大� 季�四�の�
フォトコンテスト�
洗�

▲最優秀賞�
　「渚」鹿島　光江さん（大洗町）�

▲最優秀賞�
　「躍動」関根　竹次郎さん（大洗町）�

ë
優
秀
賞�

　
「
月
光
」
大
図
　
民
輝
さ
ん（
内
原
町
）�

▲最優秀賞�
　「大漁の港」根本　昭一さん（ひたちなか市）�
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▲優秀賞�
　「朝光」佐藤　邦夫さん（東海村）�

▲優秀賞�
　「春の隙間から…」興野　理さん（ひたちなか市）�

ë
入
選�

　
「
磯
波
」
石
田
　
徹
也
さ
ん（
大
洗
町
）�

ê
入
選�

　
「
思
い
出
の
渚
」
関
口
　
英
一
さ
ん（
大
洗
町
）�

ë
入
選�

　
「
私
は
名
ラ
イ
ダ
ー
」
小
林
　
豊
帆
さ
ん（
水
戸
市
）�

ë
入
選�

　
「
靄
に
包
ま
れ
て
」
澤
畠
　
忠
男
さ
ん（
日
立
市
）�

ë
入
選�

　
「
お
披
露
目
」
大
関
　
栄
一
さ
ん（
水
戸
市
）�
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▲入選�
　「秋の彩」藤井　千江子さん（ひたちなか市）�

ê
入
選�

　
「
銀
色
の
渚
」
根
本
　
昭
一
さ
ん（
ひ
た
ち
な
か
市
）�

▲入選�
　「Sailing（セイリング）」大久保　正隆さん（大洗町）�

▲入選�
　「静けさの中の栗の花（千手観音堂）」海野　みお子（水戸市）�

▲入選（デジタルカメラ）�
　「浜の女達」平沼　好男さん（大洗町）�

ë
グ
ラ
ン
プ
リ（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
）�

　
「
ミ
ラ
ー
」
平
沼
　
好
男
さ
ん（
大
洗
町
）�

ê
入
選�

　
「
選
別
中
」
平
沼
　
好
男
さ
ん（
大
洗
町
）�
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▲入選（デジタルカメラ）�
　「今日の収穫」桑嶋　宣昭さん（大洗町）�▲入選（デジタルカメラ）�

　「休日（No.5）」Zico足立さん（上福岡市）�

▲入選（デジタルカメラ）�
　「休日（No.6）」Zico足立さん（上福岡市）�

▲入選（デジタルカメラ）�
　「早朝の海門橋」安藤　三男さん（日立市）�
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「
大
洗
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
第
５
回
を
迎
え
、
応
募
数
の
若
干
の
変

動
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
町
を
愛
し
て
や
ま
な
い
人
々
の
観
察
眼
が
年
ご
と
に
繊

細
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
写
真
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
に
写
真
を
拝
見
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
町
に
は
隠
れ
た
美
し
い

風
景
・
風
物
・
生
活
・
風
習
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
町
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
見
え
る
風
景
や
風
物
が
き
っ
と
あ
る
と
思
い

ま
す
。
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
環
境
だ
か
ら
見
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
写
真
は
記
録
で
す
。
海
に
向
か
っ
て
下
る
狭
い
路
地
の
多
さ
な

ど
は
、
外
部
か
ら
来
た
人
に
は
見
え
る
の
で
す
が
、
生
活
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
か
ら
写
真
に
な
ら
な
い
と
錯
覚
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
大
洗
町
の
特
徴
や
歴
史
な
ど
の
景
観
や
生
活
を
も
っ
と
記
録
し
て
下
さ

い
。
今
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、「
へ

エ
ー
」
と
い
う
情
報
に
な
る
の
も
写
真
の
魅
力
で
す
。
良
い
写
真
を
撮
影
す
る
基
本

は
、
身
の
回
り
の
観
察
を
深
め
て
記
録
す
る
こ
と
で
す
。

一
つ
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
小
中
高
校
生
徒
さ
ん
た
ち
の
応

募
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
カ
メ
ラ
が
あ
り
ま
す
。

高
価
な
カ
メ
ラ
で
写
さ
な
け
れ
ば
良
い
写
真
が
撮
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
は
捨
て
ま

し
ょ
う
。
安
価
な
カ
メ
ラ
で
も
十
分
に
一
期
一
会
を
記
録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

是
非
、
青
少
年
の
皆
さ
ん
に
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
部
門
も
以
前
に
比
べ
殆
ど
の
プ
リ
ン
ト
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
。
映
像

の
世
界
も
益
々
進
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
独
自
性
を
大
切
に
し
、
気
軽
に
記
録
す
る

と
良
い
映
像
が
残
る
と
思
い
ま
す
。

来
期
は
大
洗
町
に
な
っ
て
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
多
く
の
皆
様
に
こ
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
白
紙
に
戻
し
て
見
直
し
、

記
録
撮
影
に
挑
戦
し
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
フ
ィ
ル
ム
部
門
】

グ
ラ
ン
プ
リ
（
夕
照
の
湖
畔
）

涸
沼
の
美
し
い
情
景
の
な
か
水
中
に
釣
り
人
が
一
人
。
遠
景
に
は
筑
波
山
、
湖
面

の
さ
ざ
波
と
凪
ぎ
の
部
分
と
の
描
写
が
良
く
、
太
陽
が
雲
に
隠
れ
た
位
置
と
釣
り
人

と
の
関
係
に
作
者
の
繊
細
な
構
成
の
気
配
り
を
感
じ
ま
す
。
手
前
の
葦
の
シ
ル
エ
ッ

ト
の
な
び
き
具
合
か
ら
は
優
し
い
風
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
期
一
会
を
的
確
に
感
情

を
込
め
て
構
成
撮
影
し
た
作
者
の
感
性
と
技
術
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
デ
ジ
タ
ル
部
門
】

グ
ラ
ン
プ
リ
（
ミ
ラ
ー
）

大
洗
原
研
の
桜
並
木
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
見
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
着
目
点
が
非
常
に
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
ミ
ラ
ー
の
中
に
左
右
の

風
景
を
同
時
に
見
せ
る
手
法
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
満
開
の
桜
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

右
側
に
桜
を
広
く
入
れ
た
作
者
の
狙
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
も
美
し

く
細
か
い
デ
ィ
テ
ー
ル
も
良
く
出
て
い
ま
す
。

第
５
回
大
洗
の
四
季

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

日
本
写
真
家
協
会
会
員
　
丹
地
敏
明

総
評



行政機関�申請者�

○○県�

●○○県観光案内�

●○○県観光スポット�

○○県申請・届出用�

�

○○申請�

□□申請�

△△申請� クリック�

申請様式�

○氏名�

○住所�

クリック�

クリック�

申請様式�
・氏名�

・住所�
電子署名�

申請様式�
・氏名�

・住所�
送信�

送信をクリックすると、申請書、電子署名、電子証明書が�
暗号化され、行政機関に送られます。�

申請書� 電子署名�

電子証明書�

+
暗号化�暗号化�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト�

改ざん�なりすまし�改ざん�

暗
号
化�

なりすまし�

申請様式�

○氏名�

○住所�

ICカード�

届
出�

インターネットによる�
オンライン申請・届出�
のイメージ�

インターネットによる�
オンライン申請・届出�
のイメージ�

自宅等のパソコンで、申請�
や届出をしたい行政機関の�
ホームページを開きます。�

利用したい申請・届出の�
ページを開きます。�

申請や届出に必要な項目�
（氏名や住所など）を�
入力します。�

電子署名をクリックすると、�
ICカードとパソコン間で�
情報がやり取りされます。�

電子証明書の確認や申請書との�
照合が行われ、申請や届出が�
受け付けられます。�

step1 パソコンから行政機関へアクセス�

step4 ICカードをセットし、暗証番号を入力�

step5 “電子署名”をクリック�

step6 “送信”をクリック�

step7 行政機関で受付�

利用したい項目を選択�step2

必要事項を記入�step3

公的個人認証サービスって何？� 住民基本台帳カードは、�
個人情報を守るICカードです。�

申請終了！�

※パソコンにはあらかじめ必要な�

　ソフトをインストールしておく�

　必要があります。�

行政機関で受付�

電子証明書が記録された住民基本台帳カード等のIC
カードをリーダライタにセットし、暗証番号を入力
します。電子証明書は、事前に市区町村役場で申請
して、入手してください。�

今後、様々な行政手続がインターネットを通じてできるようにな
ります。この際、他人によるなりすまし申請や、通信途中での改
ざんなどを防ぐ必要があります。公的個人認証サービスとは、電
子証明書を交付することにより、こうした機能を全国どこに住ん
でいる人に対しても提供するものです。�

希望する方に市区町村が交付する住民基本台帳カードには、
高度なセキュリティ機能を備えたＩＣカードが採用されています。�
住基ネットの端末での本人確認や公的個人認証サービスのほ
か、市区町村が条例で定めるサービスに活用することができま
すが、カードに記録された情報の覗き見や改ざん、カードの偽造
などを防止することができます。 
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軽自動車・バイクの申告をお忘れなく�
　バイクや軽自動車、農耕用トラクターなどの税金は、4月1日現在で所有している方に課税されます。盗難にあ
ったときや使用しなくなったとき、譲渡したときや町外に住所を異動したときなどは、3月31日までに申告してく
ださい。�
車種別の申告先と問合せ�
○125cc以下の原付自転車と小型特殊車両は、税務課へ　℡029-267-5111（内線142）�
○125ccを超える二輪の小型自動車は、関東運輸局茨城運輸支局へ　℡029-247-5118�
○660cc以下の三･四輪軽自動車は、軽自動車検査協会茨城事務所へ　℡029-293-9989�
　�

軽自動車・バイクの申告をお忘れなく�

申告に必要なもの�

印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書�

印鑑、販売証明書�

印鑑、廃車証明書または譲渡証明書�

印鑑、標識交付証明書または譲渡証明書�
※他市町村のナンバープレートがついている場合、そのナンバープレート�

印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書�

印鑑、廃車証明書�

印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書�

印鑑、標識交付証明書、譲渡･廃車･販売証明書のうち1つ�

こんなとき�

使用しなくなったとき�

購入したとき�

車体を変更したとき�

中古車を譲り�
受けたとき�

住所変更した�
とき�

廃車済�

廃車前�

�

転出�

転入� 廃車済�

廃車前�

〈125cc以下の原付自転車と小型特殊車両の場合は以下のとおりです〉�

5人槽�

6、7人槽�

8～10人槽�

限度額�人槽区分�

354,000円�

411,000円�

519,000円�

高
校
生
７
人
（
予
定
）

（
中
学
校
長
の
推
薦
状
が
必
要
）

大
学
生
５
人
（
予
定
）

（
高
等
学
校
長
の
推
薦
状
、
大
学

在
学
証
明
書
が
必
要
）

受
付
期
間
／
３
月
17
日
（
水
）
〜

４
月
９
日
（
金
）

☆
必
要
書
類
は
学
校
教
育
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

（
内
線
３
５
１
）

平
成
16
年
度

大
洗
町
奨
学
生
募
集

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難

な
、優
良
な
生
徒
・
学
生
に
対
し
、

奨
学
資
金
の
給
付
、
貸
付
を
行
い

ま
す
。

資
格
／
町
内
在
住
１
年
以
上
の
方

の
お
子
さ
ん
で
、
４
月
か
ら
高
等

学
校
（
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含

む
）
・
大
学
に
入
学
さ
れ
る
方

奨
学
金
額
／

高
校
（
高
専
）
生
　
月
額
９
千
円

（
償
還
な
し
）

大
学
生
　
月
額
４
万
円

（
１
／
２
償
還
）

募
集
人
数
／

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を

防
ぐ
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
ご
家
庭
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助
区
域
／
町
内
全
域
（
下
水
道

事
業
認
可
区
域
ま
た
は
し
尿
処
理

施
設
が
あ
る
区
域
は
除
く
）

対
象
／
専
用
住
宅
（
主
に
居
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
）

補
助
基
数
／
35
基
（
予
定
）

申
請
受
付
／
４
月
１
日
〜
12
月
末

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

（
内
線
２
４
３
）
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INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�

☆
配
偶
者
が
退
職
し
、
自
営
業
等

ま
た
は
無
職
に
な
っ
た
と
き
。

問
合
せ
／
住
民
課
管
理
係

（
内
線
１
１
５
）

届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

【
自
営
業
者
等
と
そ
の
配
偶
者
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
学
生
・
無
職
の
方
】

☆
会
社
に
就
職
し
た
と
き
。

☆
20
歳
に
な
っ
た
と
き
。

【
会
社
員
・
公
務
員
】

☆
退
職
し
、
自
営
業
等
ま
た
は
無

職
に
な
っ
た
と
き
。

☆
退
職
し
、
自
営
業
等
の
方
な
ど

と
結
婚
し
た
と
き
。

【
会
社
員
ま
た
は
公
務
員
の
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
】

☆
会
社
な
ど
に
就
職
し
た
と
き
。

年
金
の
届
出
は
忘
れ
ず
に

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補

助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て



題名�

電話番号�

住所または勤務先�

氏名　　　　　　年齢　 　性別�

作品の解説�

�
瓜連八重桜まつり（瓜連町）�
　日本のさくら100選に選ばれた静峰ふるさと公園。
12haの広々とした園内に約2,000本の八重桜が植え
られています。4月中旬から5月上旬の開花にあわせ「瓜
連八重桜まつり」が開催され、野点などのイベントや
夜桜を楽しめます。公園の一角には、余暇活用施設「し
どりの里」があり、薬草風呂でくつろぐことができます。�
問合せ　瓜連町観光協会（瓜連町役場経済課内）�
　　　　@029-296-1111（内線201・202）�
�
かたくりの里（内原町）�
　内原町北部の有賀地区にある内原町かたくりの里公
園は、町の花・町の文化財に指定されているカタクリ
の群生地です。面積約2,000㎡にわたって、人里近く
では見ることが難しくなったカタクリが、地元の皆さ
んの手によって大切に保護されています。毎年4月上

旬が見ごろで、うつむき加減で赤紫色の可憐な花が咲き、
訪れる人々を楽しませています。開花期間中は、地元
で生産された農産物・農産物加工品の直売を行う「か
たくり市」が開かれる予定です。�
問合せ　内原町役場企画財政課�
　　　　@029-259-2211（内線231）�
　　　　URL http://business2.plala.or.jp/uchihara/�
�
あたご天狗の森スカイロッジ（岩間町）�
　スカイロッジは、愛宕山の標高300m付近にある宿
泊施設で、宿泊棟・管理棟ともにログハウスでできて
います。4人用、6人用、12人用の合計10棟が立ち
並び、すべてにバス、トイレ、キッチンおよび冷暖房
完備です。その他にも屋外バーベキュー施設やテーブル、
ベンチなども設置されており、晴れた日には太平洋ま
で一望できます。�
料　金　4人用 16,800円　6人用 25,200円�
　　　　12人用 42,000円�
問合せ　スカイロッジ管理事務所@0299-45-6622�
　　　　岩間町役場産業振興課　@0299-37-6611

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
諸
外
国

の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相

互
の
友
好
と
理
解
を
深
め
、
広
い

国
際
的
視
野
と
国
際
協
力
の
精
神

を
身
に
つ
け
た
次
代
を
担
う
に
ふ

さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す
る
た

め
、
青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

募
集
事
業
／

○
「
国
際
青
年
育
成
交
流
」

○
「
日
中
青
年
親
善
交
流
」

○
「
日
韓
青
年
親
善
交
流
」

○
「
世
界
青
年
の
船
」

○
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

参
加
資
格
／
18
〜
30
歳
の
方

募
集
期
限
／
３
月
31
日
（
水
）

申
込
方
法
／
申
込
書
類
を
県
女
性

青
少
年
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
／
茨
城
県
女
性
青
少
年
課

@
（
３
０
１
）
２
１
８
３

J
（
３
０
１
）
２
１
８
９

h
ttp
://w

w
w
8
.c
a
o
.g
o
.jp
/y

o
u
th
/b
o
s
yu
.h
tm
l
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テ
ー
マ
　
50
年
後
の
大
洗

昭
和
29
年
に
大
洗
町
が
生
ま

れ
、
は
や
半
世
紀
。
町
制
施
行
50

周
年
を
記
念
し
て
、
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
を
行
い
ま
す
。
50
年
後
の
２

０
５
４
年
、
私
た
ち
の
町
は
ど
ん

な
姿
を
み
せ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
み
な
さ
ん
の
自
由
で
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
／
大
洗
町
に
在
住
・
在

勤
の
方
。
年
齢
不
問
。

規
定
／

【
用
紙
】
四
つ
切
画
用
紙
、
Ａ
４

サ
イ
ズ
用
紙

【
方
法
】
手
書
き
、
ち
ぎ
り
絵
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
な
ど
自

由
な
発
想
で
描
い
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
は
除
外
）

【
そ
の
他
】
○
作
品
は
一
人
２
点

ま
で
。
未
発
表
作
品
に
限
る
。
○

応
募
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
。
○
表
彰
作
品
の
著
作
権
は
大

洗
町
に
帰
属
し
ま
す
。

部
門
／

○
小
３
以
下
部
門

○
小
４
〜
小
６
部
門

○
中
学
生
部
門

○
一
般
部
門
（
高
校
生
以
上
）

表
彰
／
最
優
秀
賞
　
優
秀
賞

入
賞
　
佳
作

※
表
彰
作
品
は
式
典
お
よ
び
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
て
展
示
い
た
し
ま

す
。

選
考
基
準
／
技
術
の
得
手
不
得
手

は
問
い
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発

想
と
創
造
力
を
重
視
し
、
審
査
・

選
考
い
た
し
ま
す
。

応
募
締
切
／

４
月
30
日
（
金
）
必
着

応
募
方
法
／
題
名
・
作
品
の
解

説
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

番
号
（
左
表
を
参
照
）
を
裏
面
に

添
付
し
、
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

応
募
先
／
〒
３
１
１
の
１
３
９
２

大
洗
町
役
場
町
長
公
室
「
50
年
後

の
大
洗
」
絵
画
作
品
担
当
　
宛

問
合
せ
／
町
長
公
室

（
内
線
２
１
２
）

町
制
施
行
50
周
年
記
念

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集



　
な
ぜ
、
ご
み
を
減
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ

の
理
由
は
「
ば
く
大
な
費
用
が
か
か
る
」
「
捨
て
る
場
所

が
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。
�

　
ゴ
ミ
の
分
別
は
各
家
庭
で
で
き
る
ご
み
減
量
で
す
。
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
重
点
に
置
い
て

4
月
か
ら
ゴ
ミ
の
収
集
体
制
が
変
わ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

�

○町推奨の袋または、半透明の袋で出してくだ
さい。ダンボール、米袋、黒い袋で出された
ごみは収集しません。（違反シールを貼り、
持ち帰っていただきます）�
○燃えるごみの日や燃えないごみの日に出され
た資源ごみ（新聞・雑誌・ダンボール・缶・
ビン・ペットボトル）については収集しません。
（違反シールを貼り、持ち帰っていただきます）�

今
や
ら
な
け
れ
ば�

ご
み
の
減
量
化

減
量
化
に
ご
協
力
協
力
を�

今
や
ら
な
け
れ
ば�

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を�

毎　　週�

月・木�

毎　　週�

火・金�

第1・第3�

水曜日�

第2・第4�

水曜日�

第1・第3�

水曜日�

第2・第4�

水曜日�

燃えるごみ�

収　集　曜　日�

永町・髭釜町・桜道�

大貫町全域　夏海全域�

祝町・松ヶ丘・明神町�

東光台・一丁目・二丁目�

汐見ヶ丘・仲町・金沢町・通町�

新町・和銅・五反田�

収　集　体　制�

地　区　名�
燃えないごみ�資源リサイクル�

注　意　点�

4月1日から�
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①資源ごみ　紙類、布類、びん・缶類、ペットボトル�

紙 類� 地区資源回収ステーション�

新聞紙�
広告紙は分けて�

その他の紙類と一緒に�

①軽く水洗いする。�
②カッター等で�
切り開き、乾かす。�

③20枚程度を�
ひもで束ねる。�

アルミ箔の貼ってあるものや�
キャップ、口金が付いているもの�

→もえるごみへ�

紙パック�

ダンボール�
1m以内の大きさに�

たたんで�

その他の紙類�
雑誌、書籍、広告紙、紙袋、�
ボール紙、ノート、�
パンフレットなど�

紙パック�
20枚程度に�
まとめて�

布 類� 地区資源回収ステーション�

資源として収集する布類�
　布地で木綿、絹、麻、ウール(毛布、セーター、じゅうたん、カーペットを除く。)�
などの素材のもの、ポリエステルなどが混紡されているものも可�

●種類別に「ひも」（ガムテープなどは不可）で十文字にしばる。�
　（小さな紙類も散乱しない様になっていれば回収します。）�

●「ひも」(ガムテープなどは不可)で十文字にしばる。(箱や袋に入れない。)

ご　み　の　分　け　方�

【例】ワイシャツ、ブラウス、スーツ、ジーンズ、着物、シーツなど�

※資源として収集しない紙類→もえるごみヘ�
　カーボン紙、感熱紙、ティッシュペーパー、ビニールなどがコーティングされた紙、紙に金具、
プラスチックなどの付属品が付いているもの、クレヨン、絵の具、ペンキなどが塗ってあるもの、
油脂類のしみたもの、汚れのひどいもの�

※資源として収集しない布類→もえるごみへ�
　布団、毛布、セーター、靴下、綿などの入った衣類、ネクタイ、カーテン、じゅうたん、カーペッ
ト、クッション、その他汚れがひどいもの�

【資源として収集しない�
　　　　　　　紙パック】�

1m

1m
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平成16年度健康診断のお知らせ�平成16年度健康診断のお知らせ�
　今年度もすべての検診（＊基本健康診査は除く）は申し込み制となっております。受付開始日以降にお早めにお

申し込みください。（先着順、受付開始日以前には受付できません）申し込みをされた方には、検診日が近づきま

したら通知いたします。�

　検診の待ち時間を最小限にするため、混雑が予想される検診や、時間のかかる検診については予約制をとります。

予約時間以外は受付できませんので、ご注意ください。�

　なお、検診料金の一部負担が必要となります。�

1．生活保護世帯の方…保護証明書を必ずご提示ください。なお保護証明書の発行については、水戸地方福祉事務

　  所までお問い合わせください。�

2．75歳以上の方�

3．65歳から75歳未満の方で、すでに老人受給者証を取得している方�

乳がん検診の対象年齢が広がります�
　今年度から、より乳がん検診の精度を高めるため、県の指針に基づいて、超音波検診とマンモグラフィー（X線）

検査の対象年齢を広げました。�

�

保育付き検診を開始します�
　子育て中の方も安心して検診を受けられるように、保育付き検診を始めます。保育があるのは“子宮がん検診・

乳がん検診・女性セット検診”です。子育てに追われて自分の健康管理が後回しになっていませんか？�

　ぜひこの機会をご利用ください。�

　今まで、日本における女性の乳がん発生率は、欧米に比

べると比較的少ないとされてきました。しかし、日本でも

年々乳がんの発生率が増加しており、今では、女性のかか

る「がん」のトップになりつつあります。特に40～50代

の女性は要注意です。�

　乳がんは、早く見つかれば治療が可能であり、早期に発

見のための検診がとても有効です。�

超音波検査の特長�
・放射線被爆がまったくない�

・乳腺の発達した若年者の画像も鮮明に映る�

・非触知浸潤性乳がんの発見に優れている�

マンモグラフィー（X線）検査の特長�
・小さな腫瘤の発見能力に優れている�

・1枚の画像で乳房全体が撮影可能�

つぎの方はすべての検診が無料となります�

乳がんが増えています！�
検診受けていますか？�
乳がんが増えています！�
検診受けていますか？�

超音波検査とX線検査の特長�

安心してより多くの方に検診を受けていただくために�

昭和25年�

9,000�

8,000�

7,000�

6,000�

5,000�

4,000�

3,000�

2,000�

1,000�

0
35年� 45年� 55年� 平成2年�

厚生省『人口動態統計』より�

乳がん死亡数（年次別推移）�

9年�
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《※1》　40歳～56歳の方へ・・・乳房の異常を詳しく、早期に発見するためにマンモグラフィーと超音波は毎年交互に受診することをお勧めします。�
《※2》　検診の待ち時間を最小限にするため、時間予約制をとります。予約時間以外は受付いたしませんのでご了承ください。�
《※3》　検診の対象年齢は、平成17年3月31日現在に達した年齢です。�

5月22日�

�

5月23日�

�

4月26日�

4月30日�

5月6日�

5月7日�

11月14日�

5月11日�

5月12日�

5月13日�

4月15日�

4月16日�

4月27日�

4月15日�

4月27日�

4月20日�

4月21日�

11月24日�

11月25日�

4月20日�

4月21日�

11月25日�

7月20日�

7月21日�

7月22日�

7月23日�

7月26日�

時間予約制�

①6時30分～�

②7時30分～�

③8時30分～�

6時30分～�

12時30分～�

時間予約制�

①12時～12時15分�

②12時45分～13時�

③13時45分～14時�

時間予約制�

時間予約制�
①6時30分～�
②7時30分～�
③8時30分～�
④9時30分～�

①9時30分～　②13時～�

容器配布期間：①4月～5月　　②9月� 配布場所：ゆっくら健康館�

º�

�

∂�

�

∑�

ª�

∫�

ª�

∂�

∏�

π�

∫�

∫�

ª�

∏�

∫�

∏�

∏�

π�

π�

∫�

∏�

π�

∫�

∏�

π�

∫�

ª�

∑�

基本健康診査・�

結核レントゲン検査�

胃がん検診�

大腸がん検診�

�

�

バリウム検査�

�

�

�

子宮頚部細胞診�

検診種類� 内　　　容� 対　象　者� 日　　程� 時　　間� 検診料金� 場　　所� 申込み受付開始�

A　視触診＋超音波�

B　視触診＋超音波�
�

C　視触診＋マンモグラフィー（2年に1回）�

D　マンモグラフィーのみ（2年に1回）�

A　視触診＋超音波＋子宮がん�
�

B　視触診＋超音波＋子宮がん�
�

C　視触診＋マンモグラフィー（2年�

  に1回）＋子宮がん�

D　マンモグラフィー（2年に1回）＋子宮がん�

�

腹部臓器（肝臓・胆のう・胆管・す�

い臓・ひ臓・腎臓）の超音波検査�

足のかかとの超音波検査�

便の潜血反応検査（二日分）�

40歳以上の男女�

�

�

�

�

�

40歳以上の男女�

�

�

�

25歳以上の女性�

�

30歳～39歳までの女性�

40歳～56歳までの女性�

�

40歳～56歳までの女性�

57歳以上の女性�

30歳～39歳までの女性�
�

40歳～56歳までの女性�
�

40歳～56歳までの女性�
�

57歳以上の女性�

�

40歳以上の男女�
�

�

18歳以上の女性�

40歳以上の男女�

�

ゆっくら健康館�
�

�

ゆっくら健康館�

堀割集会所�

松ヶ丘集会所�

�

ゆっくら健康館�

�

ゆっくら健康館�

�

�

�

ゆっくら健康館�

�

�

�

�

�

ゆっくら健康館�

�

�

�

�

ゆっくら健康館�
�

�

ゆっくら健康館�

松川集落センター�
上宿集会所�

�

4月5日∑～�
�

�

�

�

3月23日∏～�

�

�

�

3月29日∑～�

�

�

�

3月15日∑～�

�

�

�

�

�

3月15日∑～�

�

�

�

�

6月14日∑～�
�

�

6月28日∑～�

800円�
�
�
�
�
�

500円�
�
�
�

500円�
�
�
�

500円�
�
�
�
�
�

1,000円�
�
�
�
�

1,000円�
�
�

500円�
300円�

①12時～�

　　　12時15分�

②12時45分～�

　　　13時10分�

※別途徴収�
喀痰検査　500円�
肝炎検査　500円�
前立腺　　300円�

保
育
あ
り
。
申
し
込
み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い�

変更あ
り�

変更あ
り�

変更あ
り�

変更あ
り�

①6時30分～�

②7時30分～�

③8時30分～�

ゆっくら�

健康館のみ�

時間予約制�

※肝炎：節目（40・45・50・55・�
　60・65・70・75歳）、過去に大�
　きな手術等を受けた方�
※前立腺：50歳以上の男性希望者�

※1

※1

※2

※2

※2

※2

※2

�

総合健診�

�

�

�

�

胃がん検診�

�

�

�

子宮がん検診�

�

�

�

乳がん検診�

�

�

�

�

女性セット検診�

�

（乳がん＋子宮がん）�

�

�

�

腹部超音波検査�
�

�

骨粗しょう症検診�

大腸がん検診�

2
0
0
4
.3
.2

広
報
お
お
あ
ら
い
　
（
1
2
）



びん・缶類� 地区資源回収ステーション�

●無色透明なポリエチレン袋に入れて出す。(黒いビニール袋、紙袋など中身の見えない袋やダンボール箱は使用しない。)�
●刃物や割れたガラスなどの危険物は、紙などに包んで「キケン」と書いて出す。�
●スプレー缶、カセットボンベなどは、火災や爆発事故の恐れがあるので、必ず使い切ってから。�
●蛍光管、電球はケースに入れるか、紙などに包む。�

資源として収集するびん・缶類　飲料水、食料の入っていたもの、菓子缶、缶詰の缶など�
　びんê一升びんまでのもの　　　缶ê一斗缶より小さいもの�

※資源として収集しないびん・缶類�
化粧品、薬品が入っていたもの →もえないごみヘ�
カセットボンベ、スプレー缶など →火災や爆発事故の恐れがあるので必ず使い切ってから出してください�

プラスチック製のキャップは→もえるごみへ�
金属製のキャップは→もえないごみへ�

②軽く水洗いして�
　中身を空にする。�

①キャップを取る。�

びん・缶�

②もえるごみ�

ペットボトル� 地区資源回収ステーション�

集積所回収�

プラスチック製のキャップは→もえるごみへ�
金属製のキャップは→もえないごみへ�

②軽く水洗いして�
　中身を空にする。�

①キャップ、ラベルを取る。�

ペットボトル�

よく水を切り�
小袋に入れて�

生ごみ�

木片、枝などは�
1m以内の長さで�

草木類�

汚れたものや�
資源とならないもの�

紙くず�プラスチック類�
ビニール類�

金具ははずして�
もえないごみへ�
金具ははずして�
もえないごみへ�

皮類�

1m以内にたたんで�
ひもでしばる�

布団類�

など�

③もえないごみ�集積所回収�

※汚れているもの�
※びん・缶類は化粧品、薬品用のみです�

金属類�金属類� 蛍光管、電球�せと物、ガラス類�

など�

●無色透明なポリエチレン袋に入れる。�
　(黒いビニール袋、紙袋など中身の見えない袋やダンボール箱で出されたごみは収集しません。)�
●布団、袋に入らないものは、なるべく小さく(1m以内に)まとめてそのままひもでしばって出す。�

（13） 広報おおあらい　2004.3.2



エアコン、テレビ（ブラウン管式）、冷蔵庫、洗濯機は、�
家電小売店、メーカーによるリサイクルルートで処理されています。�

一般集積所には�
出せません！�

問合せ／�
生活環境課�
@267-5111�
（内線243）�

1m

30㎝�

5㎝�

太さは�
5㎝まで�

収集できる量は�
2、3束まで�

葉などが散乱しそうな場合やごく少量の場合は、�
無色透明なポリエチレン袋に入れて「もえるごみの日」に集積所へ出す。�

2004.3.2 広報おおあらい　（14）

分
別
方
法
は
変
わ
り
ま
す
か
。

そ
の
周
知
の
方
法
は

分
別
方
法
は
い
ま
ま
で
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
チ

ラ
シ
を
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
戸
別
受
信
機
や
広
報
紙
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

違
反
ご
み
に
つ
い
て
は
、
回
収

し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
町
が
ご

み
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か

し
ば
ら
く
の
間
は
ご
み
が
放
置
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
40
年
で
初
め
て
の
大
規
模

な
変
更
な
の
で
、
と
ま
ど
い
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
や
ら

な
い
と
大
洗
の
ご
み
問
題
は
変
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
い
木
材
な
ど
は
ど
の
よ
う
に

出
す
の
か

１
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
切
っ
て
束

ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
出
し
方
に

つ
い
て

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
焼
却
時
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
を
発
生
す
る
た
め
燃

や
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

事
業
者
の
方
は
、
町
営
冷
蔵
庫
に

搬
入
す
る
か
、
処
理
業
者
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
一
般
の
方
は
少

量
の
場
合
、
細
か
く
し
て
可
燃
ご

み
に
出
し
、
ま
た
量
が
多
い
場
合

は
処
理
業
者
に
お
願
い
し
て
く
だ

さ
い
。
商
品
の
購
入
時
に
ス
チ
ロ

ー
ル
の
容
器
を
店
舗
に
返
却
す
る

な
ど
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

油
の
容
器
の
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
は
資
源
と
し
て
出
す
の
か

油
を
よ
く
洗
っ
て
資
源
ご
み
に
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で

す
。
し
か
し
、
汚
れ
が
落
と
せ
な

い
よ
う
な
場
合
に
は
、
缶
は
不
燃

ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
可
燃
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
は
リ
サ

イ
ク
ル
と
し
て
出
せ
ま
す
か

ア
ル
ミ
鍋
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、
お
茶

缶
な
ど
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
油
な
ど
の
汚
れ

を
お
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

貝
殻
な
ど
は
ど
ち
ら
に
出
す
の

か燃
え
る
ご
み
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。

今
後
は
、
指
定
袋
、
有
料
化
と

な
る
の
か

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

資
源
ご
み
の
回
収
場
所
が
遠
く

て
利
便
性
が
悪
い

平
成
16
年
度
に
は
７
、
８
箇
所
回

収
場
所
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。

机
や
椅
子
、
家
電
（
４
品
目
を

除
く
）
は
い
つ
出
せ
ば
よ
い
の

か不
燃
ご
み
の
日
に
粗
大
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
将
来
的
に

は
予
約
制
、
有
料
に
な
り
ま
す
。

１
月
20
日
（
火
）
か
ら
　
１
月
30
日
（
金
）、
町
内
９

箇
所
で
ご
み
収
集
体
制
変
更
に
伴
う
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
の
質
問
に
つ
い
て
要
約

し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご
み
収
集
体
制
変
更
に
伴
う
説
明
会
Q
＆
A

ご
み
収
集
体
制
変
更
に
伴
う
説
明
会
Q
＆
A


